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Ⅲ
保
護
上
重
要
な
植
物

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ハタベスゲ 
 
 
 
(九重火山群) 
 
 
北海道，本州(岩手・長野)，九州(大分) 
朝鮮半島，中国(東北部)，ウスリー 
 
 
 
 
「九重火山群」の文献記録はあるが，その生育地は把握されていない。 
 
 
文献［大井次三郎：Cyperaceae Japonica Ⅱ　京都大学理学部紀要
(1975)］ 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Carex latisquamea Komar.

選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

センダイスゲ 
県内の生育地は希で，個体数も少ない。海岸開発などで崖地が改変さ

れ，生育地の減少や消滅が懸念される。 

 

豊後水道域 

 

 

本州(仙台以西)，四国，九州(福岡・佐賀・大分) 

朝鮮半島，中国 

 

海岸の崖地。 

 

 

ごく最近，生育地が確認された。「豊後水道域」の同様な環境では，

他にも生育地があるものと思われる。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Carex lenta D. Don  
subsp. sendaica (Franch.) T. Koyama

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

タイワンスゲ 
県内で把握された生育地は，神社の参道近くの林縁で，生育範囲は狭

く，個体数は少ない。参道の改修や除草などで群生地が損傷される危

険性が高い。 

 

中津・宇佐低地 

 

 

本州(栃木：高館山)，九州(福岡・佐賀・熊本・大分・鹿児島) 

朝鮮半島(南部)，台湾 

 

低地の林縁。 

 

 

参道沿いの生育地では、草刈されて衰退している。 

　 
　 
カヤツリグサ科 
Cyperaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
IB

Carex ligata Boott  
subsp. formosensis (Lev. et Van.) T. Koyama ′ 




